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令和７年度
苫小牧市こども国際交流事業

ー 活動報告書 ー

日程 2025年7月29日～8月3日
行先 シンガポール・マレーシア
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目次
シンガポール派遣事業のテーマ
参加者名簿・シンガポール現地研修組織図
事業スケジュールと学習内容
事前研修

第１回事前研修
第２回事前研修
第３回事前研修・金澤市⾧への決意表明

現地研修
全行程表
１日目報告
２日目報告
３日目報告
４日目報告
５日目報告
・B＆Sプログラム１班報告
・B＆Sプログラム２班報告
・B＆Sプログラム３班報告
６日目報告

事後研修
第１回事後研修
第２回事後研修・金澤市⾧への研修報告
第３回事後研修・提言発表会

参加者の活動報告書
目次
１「統合型リゾートの導入と魅力あるまちづくり」K.K
２「シンガポールから学ぶ苫小牧の街づくり」S.N
３「今回の研修で学んだこと」T.S
４「ゼロゴミと観光」W.E
５「ウォーカブルな緑化政策の進んだ、工夫の詰まった国」K.Y
６「シンガポールの「グリーンプラン2030」とSDGs推進に向けた
苫小牧市への応用とは」W.K

７「シンガポールの多文化共生から学んだこと」S.S
８「産業と環境が持続可能な都市デザイン」U.M
９「シンガポールの建造物に惹かれる理由」E.Y
１０「多文化共生と水」K.S
１１「シンガポールから学んだこと」T.H
１２「環境と観光・街づくりを守るために ～苫小牧に生かす～」H.H
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連絡

相談
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▲事業概要説明 ▲講義①今井様より

▲自己紹介

１．事業概要説明

２．参加者自己紹介・現地研修日程説明

３．講義① /苫小牧市総合政策部未来創造戦略室 主査 今井 英典 様
「苫小牧市都市再生コンセプトプランについて」

４．講義① /苫小牧港管理組合 港湾政策室政策推進課 振興係 係⾧ 川島 徹 様
「身近にある苫小牧港って」

５．現地研修の心構えと注意点の説明

６．保護者説明会

第１回事前研修 【実施日：6月２１日／会場：ハーバーFビル】

▲自己紹介
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▲講義①桐木様より

▲グループワーク

１．第１回事前研修の振り返り

２．しおりの説明・読み合わせ

３．講義① /室蘭工業大学大学院 環境創生工学科 桐木峻平 様
「このまちは好都合に未完成」

４．グループワーク

５．金澤市⾧への決意表明について

６．次回に向けた取組みと課題連絡

第２回事前研修【実施日：7月7日／会場：COCOTOMA】

▲グループワーク

▲グループワーク
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第３回事前研修【実施日：7月19日／会場：苫小牧市役所第二応接室】

▲Ｂ＆Ｓプログラムグループワーク

▲金澤市⾧への決意表明式

１．第２回事前研修の振り返り

２．金澤市⾧への決意表明式

３．B＆Sプログラムについて グループワーク・発表

４．現地研修に向けた詳細説明
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初日は緊張と興奮の中、新千歳空港に集合し羽田空港で国際線に乗り継いで
シンガポールチャンギ空港へ向け出発。慣れない⾧時間フライトでしたが全員
元気に到着し、入国審査も難なく通過。無事に現地ガイドのMさんと合流しま
した。ホテルに着くとほっとした様子♪明日からの研修に備えましょう。

▲ホテルに到着！

▲入国審査の様子

▲いよいよ出発

▲現地ガイドへご挨拶とお土産贈呈

▲羽田空港での様子
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⾧距離移動の疲れを癒し、ホテルで朝食を食べてから元気に出発。
ウォーカブルな街づくりを学びにマーライオンパークからエスプラネードシ
アターを徒歩移動で見学し、世界無形遺産のホーカーセンターで多文化共生
と食文化を体験。そして、シンガポールの新たなランドマークでもあるマ
リーナベイサンズでは統合型リゾートがもたらす影響を体感しました。暑さ
が増す中、イーストコーストパークで市民の憩いの場所を体感し、リトルイ
ンディア・アラブストリート・チャイナタウンでは他民族共生をどのように
実現しているのか肌で感じました。夕食はシンガポール名物のチキンライス。
苫小牧との違いを感じ、実りある研修となりました。

▲研修スタート ▲マーライオンパークにて

▲ホーカーセンターでの昼食

▲オフィス街をバックに記念撮影 ▲夕食のチキンライス
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現地研修３日目は隣国マレーシアジョホールバル研修。シンガポールから
陸路でたった１時間走ると国境を超える、日本では体験出来ない貴重な経験。
国が違う事で文化・生活などの環境が大きく変わる事への驚きがあったよう
です。現地では各種体験やアラブ系の寺院を見学しました。昼食後はシンガ
ポールへ戻り少し時間が出来たのでシンガポールで唯一の世界遺産「シンガ
ポール植物園」へ。夜はナイトサファリ観光。夜の見学地がある事で観光客
をより⾧く滞在させる手法を学びました。

▲寺院内見学▲バティック染めの作品

▲アブカール寺院

▲ナイトサファリ

▲昼食バイキング

▲シンガポール植物園
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・統合型リゾートのリゾート・ワールド・セントーサには沢山の アクティビティ・レストランや
ショップ、そしてホテルが立ち並んでおり。この事業の４つのポイントであるウォーカブルな
街づくり・ウォーターフロントの魅力発信・次世代産業の展開・人材育成・多文化共生の全てが
含まれております。
・『イメージオブシンガポール』ではシンガポールの歴史や文化・４つの民族がどのように融合し、
今のシンガポールと作ったのか焦点を当て蠟人形と映像で多文化共生を解りやすく学んでいただきます。
・環境に配慮した世界最大級の水族館『シーアクアリウム』では持続可能な食生活の維持や環境・
エネルギー産業への取組を知る事が出来ます。
・シンガポール発展を知り、苫小牧市の目標である『産業と環境が共生する持続可能な都市の実現』を
目指すには最適な見学地としてご提案いたします。

まるごとテーマパーク セントーサ島 統合型リゾートシンガポール発展の象徴

ウォーターフロントの魅力発信 WaterWalkWork

WalkWork

Work

ウォーカブルな街づくり

人材育成・多文化共生

Work Water次世代産業の展開

・世界初の海に設置された屋外ステージで３Dプロジェクションマッピング・花火・レーザーが織りなす
ウォーターフロントの特性を活かした新感覚の近未来ショー。子供からお年寄りまで楽しめる内容は
ナイトタイムエコノミー（夜間の活動を通じて、地域の魅力・文化を発信）のお手本となります。

ナイトタイムエコノミーを学習 ウイングスオブタイム

ウォーターフロントの魅力発信 WaterWalkWork WalkWorkウォーカブルな街づくり
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シンガポール発展の象徴、統合型リゾートの恩恵であるセントーサ島へ。
ケーブルカーで雄大な景色を見ながら移動。島内に着いてからはシンガポー
ルの歴史を蠟人形で展示しているイメージオブシンガポール、シーアクアリ
ウムを見学。午後からはユニバーサルスタジオシンガポールでの研修。世界
中の方々が笑顔で訪れている様子を見て統合型リゾートがもたらす恩恵を実
感出来たと思います。夜にはセントーサ島で毎晩実施されているウイングス
オブタイムの鑑賞。海に設置された屋外ステージでプロジェクションマッピ
ング・花火・レーザーがおりなすウォーターフロントの特性を活かした近未
来ショーは多くの参加者が驚きと感動を覚え、大いに刺激を受け興奮状態で
ホテルに戻りました。

▲イメージオブシンガポール

▲ユニバーサルスタジオシンガポール

▲ウィングスオブタイム
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研修５日目。シンガポール最大の貯水池マリーナバラージで水の活用と貯
水池を市民の憩いの場所として有効活用している事を学び。旅の総括研修先
はシティ・ギャラリー。たった５０年で世界有数の都市になったシンガポー
ルの発展を様々な資料やジオラマで展示。目指す未来の展示が多く、常に先
を見据えた街づくりを行ってきた事が発展を支えてきたと実感出来る施設で、
現地で感じた事を視覚で理解出来た見学となりました。午後からは現地大学
生と歩くＢ＆Ｓプログラムを実施。大学生と協力して慣れない町を自分達だ
けで実際に歩いた事でたくさんの発見があったようです。シンガポール最後
の食事にチリクラブを食べ、リバークルーズへ。ライトアップされたマリー
ナベイサンズ・マーライオン・シンガポールの夜景、圧巻の景色を船上から
鑑賞し、帰国の為にチャンギ国際空港へ

▲建国記念パレード

▲B＆Sプログラム

▲最後の夕食 チリクラブ

▲マリーナバラージ屋上

▲シンガポールシティギャラリー ▲リバークルーズ
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チャンギ国際空港で現地研修をサポートしてくれた現地ガイドのマーカス
と名残惜しんでお別れし国際線で羽田空港へ。フライトが遅れた為、新千歳
空港到着は予定便より遅くなりましたが帰着式を行って解散。
帰着式では疲れた様子がありながらも、６日間の成⾧を大いに感じる事が

出来、自信に満ち溢れた様子でした。終わってみればあっという間の6日間
でしたが、計り知れない価値があった6日間だったのではないかと思います。

▲チャンギ空港「JEWEL」見学 ▲マーカスと集合写真

▲機内食 ▲いよいよ帰国

▲新千歳空港帰着
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① 現地研修の振り返り

② 研修レポート報告

③ 研修終了後の感想発表

④ 苫小牧市への提言グループワーク

第１回事後研修【実施日：8月9日／会場：COCOTOMA】

▲研修レポート報告 ▲提言発表に向けたグループワーク

▲提言発表のテーマ発表
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① 参加者から金澤市⾧へ研修報告

② 第１回事後研修の振り返り

③ 苫小牧市への提言グループワーク

④ 今後の取組みについて

第２回事後研修【実施日：8月23日／会場：苫小牧市役所 第２応接室】
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第３回事後研修【実施日：10月5日／会場：COCOTOMA】

① 現地研修後の振り返り

② 金澤市⾧への提言発表会
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１． 「統合型リゾートの導入と魅力あるまちづくり」
藤女子高等学校 学年 ３年 K.K

２． 「シンガポールから学ぶ苫小牧の街づくり」
北海道苫小牧東高等学校 ３年 S.N

３． 「今回の研修で学んだこと」
北海道栄高等学校 ３年 T.S

４． 「ゼロゴミと観光」
北海道苫小牧東高等学校 ２年 W.E

５． 「ウォーカブルな緑化政策の進んだ、工夫の詰まった国」
北海道追分高等学校 ２年 K.Y

６． 「シンガポールの「グリーンプラン2030」と
SDGs推進に向けた苫小牧市への応用とは」

立命館慶祥高等学校 ２年 W.K

７． 「シンガポールの多文化共生から学んだこと」
北海道登別明日中等教育学校 ４回生 S.S

８． 「産業と環境が持続可能な都市デザイン」
苫小牧市立明倫中学校 ３年 U.M

９． 「シンガポールの建造物に惹かれる理由」
苫小牧市立啓明中学校 ３年 E.Y

１０．「多文化共生と水」
苫小牧市立ウトナイ中学校 3年 K.S

１１．「シンガポールから学んだこと」
苫小牧市立開成中学校 ２年 T.H

１２．「環境と観光・街づくりを守るために ～苫小牧に生かす～」
苫小牧市立和光中学校 １年 H.W
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藤女子高等学校 3年 K.K

「統合型リゾートの導入と
魅力あるまちづくり」
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北海道苫小牧東高等学校 ３年 S.S

「シンガポールから学ぶ
苫小牧の街づくり」
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北海道栄高等学校 ３年 T.S

「今回の研修で学んだこと」
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北海道苫小牧東高校 ２学年 W.E

「ゼロゴミと観光」
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北海道追分高等学校 ２年 K.Y

「ウォーカブルな緑化政策の進んだ、
工夫の詰まった国」
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立命館慶祥高等学校 ２年 W.K

「シンガポールの「グリーンプラン2030」と
SDGs推進に向けた苫小牧市への応用とは」
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登別明日中等教育学校 4回生 S.S

「シンガポールの多文化共生から
学んだこと」
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苫小牧市立明倫中学校 3年 U.M

「産業と環境が持続可能な都市デザイン」
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苫小牧市立啓明中学校 ３年 E.Y

「シンガポールの建造物に惹かれる理由」
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苫小牧市立ウトナイ中学校 ３年 K.S

「多文化共生と水」
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苫小牧市立開成中学校 2年 T.H

「シンガポールから学んだこと」



39

苫小牧市立和光中学校 1年 H.W

～苫小牧に生かす～」

マリーナバラージで洪水防止の説明を受ける↑

スーパーツリーの外側も緑で覆(おお)われている↑

「環境と観光・街づくりを守るために
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Tomakomai×Singapore


